
         成長の二泊三日 日光移動教室   
校長  藤原 輝正  

 ６月２日～４日、６年生と共に二泊三日の移動教室に行ってき

ました。日光方面には、自然・文化・歴史など、学ぶべき題材が

たくさんあります。６年生の子供たちは、事前によく調べて参加

しており、バスガイドの話や各施設の方からの説明にもよく耳を

傾け、とてもよい反応を示していました。 

日光移動教室のスローガンは、「全力 全開！ にこにこ 日光

‼」いつも、学校のみんなのために全力で頑張っている６年生に

ぴったりの言葉です。１日目は、日光東照宮へ。雨が降り始めた

ため、傘をさしての見学でしたが、壮大なスケールの建造物に圧

倒されました。楽しみにしていた湯の湖荘での生活。班長を中心

に、それぞれが役割を担い、助け合って生活しました。夜には、

宿舎の方から、日光国立公園の自然について話を聞きました。豊かな自然ではあっても、

少しずつ自然が失われてきていることを知り、私たち人間の暮らし方にも思いをはせまし

た。２日目は、昨夜のお話を受けての戦場ヶ原のハイキングです。お天気が心配でした

が、晴天の下、皆で歩き、自然を満喫することができました。奥日光三名瀑の湯滝、竜頭

の滝、華厳の滝もしっかりと観察できました。３日目、お世話になった宿舎の方々に感謝

の言葉を伝え、足尾銅山、富弘美術館へ向かいました。子供たちは、足尾銅山で起きた鉱

毒事件のこと、星野富弘さんのこともとてもよく調べていました。最後の目的地の富弘美

術館―星野富弘さんは、体育教師として試技をしているときに怪我をしてしまい、首から

下の体が一切動かせなくなり、口に筆を加えて描いた絵と詩を展示。子供たちは、時間を

忘れて食い入るように鑑賞していました。現在、気に入った絵と詩を選んだ感想を添え

て、廊下等に掲示してあります。公開時にぜひご覧ください。 

子供たちは、この３日間、たくさんの人や自然・文化にふれることができ、心が大きく

動きました。集団生活でのきまりやマナーなどの大切さも実感をもって理解しました。そ

して、何より、仲間同士の絆を深めることができました。成長の３日間となりました。 

出発前、１年生から６年生へ、「手作りてるてる坊主」とメッセージのプレゼントがあ

りました。良くなかった天気予報も、悉く大事な所で雨が降らず、助けられました。 

＜道徳授業地区公開講座・保護者会＞ 

今学期、最後の授業公開となります。特別の教科「道徳」は生活指導と違い、「信頼・

友情」「生命尊重」「公徳心」などの内容項目を道徳教科書等の資料を中心に考え、深めて

いく授業です。友達の多様な考えにもふれ、自らの考えの違いと比べるとともに、これか

らの生活に生かしていけるよう学習していきます。今回、各学年で児童に身に付けさせて

いきたい重点項目に沿った題材を学んでいきます。授業後は、感想とともに、ご家庭で子

育ての際に大切にしていることなどお聞きできるとありがたいです。 

７月２日（火）１３時３５分～ １、２年生 各教室 

７月３日（水）１３時１０分～ ５、６年生 各教室 

７月４日（木）１３時３５分～ ３、４年生 各教室 
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【自転車乗車時のヘルメットの着用について】 

 本校では、学校のきまりである「よい子の生活」で、自転車に乗るときは必ずヘルメットをかぶ

るよう指導しています。しかし、地域の方や民生児童委員の方等から「ヘルメットをかぶっていな

い児童が多数見られる」とのご指摘を度々いただきます。ヘルメットをかぶることで、事故の際の

生存率は２倍以上になります。是非ご家庭でも必ず着用するようご指導をお願いいたします。  

 なお、青梅市では市役所の交通政策課がヘルメット購入時に２０００円分の助成券を発行して

います（購入前に事前申請が必要です）。詳しくは交通政策課までお問い合わせください。  
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